
こんにちは！ブラジルでの生活が２か月経ち、とても楽しい日々を送っています😊

大学生活のルーティンもできてきて、様々なイベントにも参加して

新しいこととの出会いがたくさんあったのでご紹介します。

連休の旅行について

USPでは、９月の初めの週が休みだったので、旅行に行くことに決めました。ぎりぎりに
旅行を考え始めたので、遠いところだと航空券がとても高くなっていて、飛行機を使わな

くていいところを探していました。このことを授業を一緒に受けている友達に相談した

ら、車で３時間で行けるUbstubaへの旅行を計画してくれました。海岸に沿っていくつも
のビーチがあり観光地にもなっていますが、現地の人しか行かないような場所にも行き、

静かで落ち着いた時間を過ごすことができました。

日 月 火

8:00-9:00
カヤック

10:00-12:00
授業

Estudos de Cultura

17:40-19:10
online授業

水 木 金 土

8:00-9:00
カヤック

-5:00
Festa

10:10-11:40
授業

Tópicos de Lingua e Cultura

14:00-16:00
授業

Aspectos da Cultura Brasileira

17:40-19:10
ポルトガル語授業

17:00-18:30
Hanashi-kai

国際文化学科

サンパウロ大学への協定留学　月例報告書（９月分）

授業は全部で４つ履修していて、そのうち１つがオンラインと対面の両方で行われてい

ます。留学生向けではない授業は、毎週30ページの論文を読む課題や映画を観る宿題が課
されるので、空き時間は勉強していることがほとんどです。USPの学生に比べれば授業数
は少ない方ですが、私にはちょうどいいと感じています。毎週末にFesta（パーティー）が
たいてい開催されているので、平日が大変でも金土日に楽しみなことが待っているので、

頑張れます。金曜日の話し会には、日本語を勉強している学生が集まり、トピックについ

て会話をします。日本人は、ポルトガル語で話さなければいけないルールなので、分から

ないことがあったら助け合いながら、お互いの文化などについて話しています。

月・水の朝には大学内にある川でカヤックの部活に参加し始めました。用具はすべて貸

し出しなので１学期分の参加費だけ払えば、指導を受けられます。申し込みは７月で締め

切られていましたが、直接先生に入りたいと伝えたところ快く受け入れてくれました！

一週間のスケジュール



ブラジルの木の果物について

今の季節には木になる野生の果物がたくさん実を付

けています。通学路には、びわとブラックベリーがあ

り、大学内には、これら以外にフランボワーズがあり

ます。初めは、勝手にとってはいけないと思っていま

したが、聞いたところ自由にとっていいとのことでし

た。木からとって洗わずに食べるのは心配していまし

たが、食べたら本当に甘くて、農薬なども一切使用し

ていないため、とても体に良いです。私は授業の前後

の空き時間に取りに行ったり、カヤックの途中で川辺

に生えているのを取って食べています。

今月参加したイベント

・ILHAS FLUTUANTES DA ÁGUAV
大学内で行われた水資源の保護活動に取り組んでいる団体のイベントに

参加しました。USPの川に作られた小さな島まで参加者たちはボートを漕
ぎ、その島についてどのように作られているのか、どのような生き物が生息

しているかなど、水と人間の共生の重要性について学びました。島は、空

のペットボトルとネットで作られていて、人が乗っても浮きます。そこで植

物を育てているのですが、初めの頃は大学にいるカピバラが泳いできて、

全て食べ尽くしてしまったことがあるそうです。そのため、周りに、におい

の強いミントなどを植えることで食べられるのを防ぐのに成功したとのこ

とでした。島の周りには小さな魚もたくさんいて、島の植物が成長するた

めには、これらの生物も重要な役割を果たしています。

最後に参加者、スタッフ全員で肩を組み、このイベントで学んだことを

一言で表してイベントが終了したのですが、この体験もとてもブラジルらし

くて人との距離が近いことはあたたかいなと実感しました。

・埼玉県人会の懇親会

ブラジルには日本人のコミュニティがたくさんあり、そのうちのひとつである埼玉県人会で懇親会が開か

れました。日本の料理がたくさん並び、久しぶりの日本米、唐揚げ、いか、カレーなどを食べ、デザートに

はフルーツやブラジルのお菓子が出てきて、日本とブラジル両方を感じました。食事後はBINGOを行い、私
が数字を読み上げたのですが、ポルトガル語の発音がうまくいかずに、みんな勘違いした数字に印をしてし

まい、せっかくビンゴだと思っても戻らなければいけないこともありました💦

今回のBINGOは、私が日本でやってきたのと少し異なった点が面白かったです。景品をかけてゲームを行
いますが、全員がビンゴになるまでやるのではなく、10人ビンゴになったら新たな回が始まります。これを
景品がなくなるまで繰り返すので、一つももらえずに帰っていく人もいました。この点は、日本のみんなが

もらえるルールとは違って、一回ビンゴになった人もずっと楽しめるなと思いました。

今月も最後まで読んでいただきありがとうございました！

毎日があっという間に過ぎていき、もう２か月たったことが信じられません。

ブラジル人の優しさや、心に余裕に持っていることを実感し、

改めてブラジルのことが大好きになる一か月でした。


